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倦曙ｧ寒露徽1

九
月
定
例
村
議
会
報
告
書

ω
農
業
委
員
会
・

ω
　
農
業
委
員
会
開
催

　
定
例
会
十
一
回

　
回
計
十
四
回

＠
農
地
紛
争
調
整

㊨
不
要
農
地
調
査

　
　
　
　
　
　
（
売
払
四
二
〇
筆
）

　
⇔
小
作
料
決
定
土
地
調
査
九
八

　
　
件
　
五
一
五
反

　
㈱
地
目
変
換
現
地
調
査
　
二
十

　
・
五
件

・
　
8
農
事
相
談
開
設
　
一
回

　
備
委
員
研
修
会
二
回
（
日
向
市

．
　
西
郷
村
）

（第159号）（1）

“

記

　
　
　
　
紛
水
稲
予
想
収
量
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
八
町
二
反

そ
の
他
門
⑳
農
地
取
得
資
金
借
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
哺
回
（
六
〇
万
週
幽

ズ
回
　
　
．
図
農
地
法
第
三
条
（
農
地
虎

六
回
　
　
　
買
）
　
　
　
　
　
．
恢
や
「

　
　
　
　
　
畑
四
五
件
　

皐
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
五
町
一
反
九
重
一
八
歩

　
　
　
　
　
田
　
四
三
件

　
　
　
　
　
　
　
六
町
九
反
八
三
一
歩

　
　
　
　
o
o
農
地
法
第
四
条
（
地
目
変
換
）

　
　
　
　
　
畑
　
九
件

　
　
　
　
　
　
　
四
反
八
畝
一
六
歩

　
　
　
　
　
田
　
十
二
件

道路補修
14a　oool 雛蹴韻41豊）1。ケ所ウトギ～山ノロ

�恬ﾀ側溝工事『　　　．　　　■一　「一一　　　一　　　一

@迫地区道路T　利敷補修工事
50，000

｝　一　　．

�ｷ240翅　巾員4．0翅

~厚0．05〃8砂利48．0〃♂

計 　　　　　　　　　　　　　　　♂
P98，000

道路新設改良費 　　　延長5団〃2側溝58．50〃2ご‘
S94，000巾員40〃2雑石空積149．53〃

向原～落配線
�ﾇ工事髄鶴乏丙一息一肩線画良工　事

490，000

h延長8＝τ職　巾員4．0鋭1硬岩掘削23．589㎡

’　．　　一　一　　　｝　一　一　　　　　　　　｝

@　　事

984，000
一　　　一　．　｝　一　　　　－一　　　一　　　　一　．　一一　」　r

[
谷
橋
架
設
工

596，000

延長21．0〃3巾員3．0〃2

ｴ脚2基
　　　　　　　蜩煖ｴ架設工　　　　事

200，000
�ｷ18．0〃2巾員2．0〃

276，000

延長18．0翅　巾員3．0翅　　一

s桁取替4．0〃2

181，000

延長13．30〃2巾員2．鋤〃；一部高欄並木取替　　　　　　『
V神橋補修工　　　　事　　　．　　　　一．　■．『　一　　　　一　　　　　　一

謦J橋補修工　　　　事

333，000
延長17．50〃2巾員3．40鋭

　　　　　　一Eトギ無名二号

ｴ架設工事 284，000

延長9．0〃2巾員2．60〃2．

繒�P基

計
1，870，000

一

渡舟場維持費
宮ケ原論舟場補・影野　事

．　　　　50，000 転石乱積4．2空〃♂

計
50，000

三
、
教
育
部
門

ω
学
校
教
育
に
つ
い
て

ω
　
学
校
管
理
の
適
正
に
つ
い

　
て

　
学
校
管
理
の
適
正
化
を
図
る

た
め
特
に
学
校
事
務
の
合
理

化
、
能
率
化
、
正
確
化
を
図
る

と
と
も
に
責
任
体
制
の
確
立
に

つ
と
め
、
教
職
員
の
使
命
観
の

徹
底
と
勤
務
の
厳
正
を
は
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
結
成
と
そ
の
育
成
に
つ
と
め

　　

@　

@
日
　
　
羅
勲
職
難
再
騎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
千
円
支
出
し
た
外
社
会
科
副

　
　
　
　
一
町
五
反
七
畝
二
三
歩
、
読
本
編
集
費
等
三
万
円
を
支
出

㈲
農
地
法
第
五
条
（
地
目
変
換
）
し
て
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
道
徳
教
育
の
徹
底
に
つ
い

　
畑
　
三
件

　
　
　
三
反
四
悪
二
〇
歩
　
　
　
て

防
農
地
法
第
二
十
条
（
小
作
解
道
徳
教
育
の
指
導
計
画
に
基
づ

約
難
畝
＋
九
歩
轍
難
灘
縫

二
・
土
木
部
門
　
　
　
　
　
　
と
地
域
社
会
の
純
化
、
学
校
．

　
　
一
文
出
額
の
総
計
ば
一
一
、
　
家
庭
．
社
会
の
緊
密
な
連
け
い

　
三
一
一
、
七
五
一
円
と
な
つ
　
等
に
つ
い
て
努
力
し
成
果
を
あ

　
た
が
事
業
内
容
は
公
共
土
木
げ
つ
つ
あ
る
。

　
災
害
復
旧
費
が
主
で
七
、
二
　
⇔
理
科
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

難
雛
施
n
勲
撫
雛
醗
晦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
を
受
け
十
万
円
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
要
な
理
科
教
育
備
品
を
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
越
表
小
学
校
及
び
坪
谷
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
越
表
分
校
に
県
の
へ
き
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
科
教
育
設
備
補
助
を
う
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
二
万
円
で
理
科
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
品
の
充
実
を
は
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
学
校
給
食
の
実
施
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
童
の
保
健
の
一
環
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
谷
小
学
校
に
完
全
給
食
を
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
・
福
瀬
・
越
表
層
小
学
校
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
郷
・
坪
谷
各
中
学
校
に
ミ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
給
食
を
実
施
し
て
良
好
な
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
学
校
施
設
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
坪
谷
申
学
校
総
合
工
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
、
理
科
室
、
管
理
室
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
骨
造
平
屋
建
八
十
三
坪
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棟
工
費
四
百
八
万
円
で
建
築
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
技
術
教
育
理
科
教
育
の
充
実
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
　
坪
谷
小
学
校
給
食
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
骨
造
平
屋
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
坪
工
費
八
五
〇
、
O
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
で
建
築
し
学
校
完
全
給
食
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
全
を
は
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
寺
言
及
び
越
表
小
学
校
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
災
害
復
旧
事
業
の
た
め
国
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
を
受
け
、
寺
迫
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
費
五
四
〇
、
○
○
○
円
越
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
学
校
工
費
六
六
七
、
○
○
○

｝
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
で
そ
れ
ぞ
れ
復
旧
工
事
を
実

＠
　
現
職
教
育
の
強
化
に
つ
い
施
し
た
。

　
て
㈹
奨
学
資
金
に
つ
い
て

　
教
職
員
の
研
究
体
制
の
確
立
．
　
本
年
度
は
大
学
生
十
名
ご
四

と
計
画
的
運
営
研
究
グ
ル
ー
プ
　
○
、
○
○
○
円
、
高
校
生
三
十

一

事業種別工事名二業費 工　　事　　内　　容

災害復旧費
　　　　　　　1

@　　594．000

延長45．0物　　　　　　．
ﾎ積（雑割石）例〕．0〃ノ

y岸二階工事一．一36災452号肇岸復旧工事
1，570，000

延長で03．0〃3

ﾎ積（雑割石）568．0〃

一　　一　　　　　　一　　一　　．　．　一　｝　　一　一　　　　　　　　　　　　　　」　一

250．㎜ ．石積（雑割石）56・10㎡

299，000

延長17．0〃2

@　．　一�ｷ20．0〃2

ﾎ穣．（雑劃石）74・0〃

�ｷ22．0翅

@　『　　　　　　　　　　　　一　」　．　　　　一

36災451号
D護岸復旧］；事＿57災　99号護岸復旧工事

550，000

一　「　一

ﾎ積（雑割石）77．0〃’

ﾎ積5，090，000

延長108．0彫

@　35傭＝324．0〃

@　伽＝216．0〃

519，000

延侵28．0魏

ﾎ積（雑割石＞94．0〃ノ

6，252．oool
　　　計一一　｝　一　一　　　凹　＿＿　　　＿村単独災害復旧工事

羽一坂仮橋「渠護’

H　　　　事 60，900

曾　層　　　　　，　　　一　一

�ｷ10．0〃3

ﾐ員3．0吻
｝　　　　　　　｝一一一－　一　－．一一」．一　　　　＿

結ｽ橋稲葉野線復旧　工　事

54，000

延長6．0伽　巾員3．60翅

ﾎ積．（野面石）27．0〃♂
一一　　一一一圃　一　　r－一L＿ 　一　　　　　　　

Q1，000

｝　一　．

�ｷ8．0翅
ﾐ員3．60甥

・　｝　　　　　一

@　　　唯17．000

延長10．0翅　巾員4。0〃2

ﾜ積一（野面互L2匙0〃
・　－．　一一一『柵　　一　一－　．．一●　・・一

@　　　79．00

延長12．0〃」　巾員5．0〃2　　　　軍

ﾎ積（野面石）32．10㎡　　　　L
一一P　一一＿　　＿－＿　　＿一．L．

78，000

磨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　匿　　　　一　　　　　　　－　，　　一　　一　　　　　　心

賦I三石耀：脇　需鶴之内東下線
y留鎮」日工豊羽坂・深瀬線

齦怩k：』L工」藍多武ノ木平田線 90，000

延長12．0〃3

暗渠復旧野立

一　　　　．　　　　一　　　．．．　噌一　薗　㎝　．　「「旧一一

@　　　26．000

舞翫．2。泌選∫

計
525，900

，　　L

名
三
六
〇
、
○
○
○
円
、
合
計

一
六
〇
〇
、
○
○
○
円
を
貸
与
し

進
学
に
対
す
る
奨
学
を
は
か
っ

た
。ω

社
会
教
育
に
つ
い
て

　
昭
和
三
十
八
年
社
会
教
育
の

重
点
努
力
事
項
に
基
づ
き
予
算

の
執
行
を
し
た
。
先
づ
公
民
館

の
活
動
充
実
に
つ
い
て
は
部
落

公
民
館
を
中
心
と
し
、
産
業
の

振
興
、
各
種
講
座
の
開
設
、
、
青

少
年
教
育
、
文
化
祭
の
実
施
等

に
力
を
尽
く
し
て
き
た
。
施
設

設
備
の
面
で
は
医
籍
公
民
館
の

炊
事
場
の
備
品
整
備
に
つ
と
め

た
。

　
青
少
年
教
育
に
つ
い
て
は
青

年
学
級
を
村
内
七
学
級
開
設

し
、
一
学
級
当
り
中
央
学
級
二

〇
〇
時
間
、
地
区
学
級
は
一
二

〇
時
間
か
ら
一
八
○
時
間
の
授

業
を
実
施
し
た
。
尚
S
A
P
の

学
習
は
県
内
六
名
、
県
外
六
名

を
研
修
に
派
遣
し
た
。
岡
山
派

遣
実
習
生
は
署
名
派
遣
し
た
。

　
婦
人
成
人
教
育
で
は
、
婦
人

成
人
を
通
じ
て
家
庭
教
育
講
座

を
村
内
に
五
ケ
所
開
設
し
特
に

婦
人
学
級
は
申
央
学
級
二
、
地

区
学
級
五
、
部
落
学
級
三
、
グ

ル
ー
プ
学
級
七
を
開
設
し
、
そ

れ
ぞ
れ
五
十
時
間
の
授
業
を
実

施
し
た
。
男
子
成
人
の
教
育
は

種
々
困
難
な
問
題
が
あ
る
が
、

各
公
民
館
単
・
位
に
農
業
講
座
老
者
階
層
の
自
立
更
生
援
護
指
導

癬
膿
欄
難
薦
辮
鞭
民

め
る
と
共
に
・
村
民
体
育
大
会
　
　
身
体
障
害
児
童
、
精
神
卸
町

鋤
離
雛
轟
轟
羅
釜
欝
踏
継
裳
臆

夢
韓
藍
価
額
鯖
課
ゲ
鎌
矯
漏
搬
鍵
灘

文
化
祭
、
部
落
文
化
祭
と
も
に
を
実
施
し
、
隠
れ
が
福
祉
増
進

長
い
伝
統
の
中
で
着
実
な
実
績
に
つ
と
め
た
。
鶴
野
内
保
育
園

一
を
示
し
、
新
し
い
社
会
に
対
応
　
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
保
育
所

し
て
部
落
の
特
性
を
活
か
し
た
費
と
し
て
一
、
五
四
八
、
五
五

文
化
祭
を
実
施
し
た
。
　
　
　
　
○
円
を
計
上
し
保
母
の
研
修
、

四
、
社
会
及
び
労
働
施
設
部
門
保
育
園
児
六
十
名
の
健
全
育
成

ω
民
生
委
員
（
児
童
委
員
）
活
を
図
り
母
の
会
の
育
成
強
化
に

製
襲
情
勢
は
人
。
構
髭
謙
遜
霞
燗
篇
二
業
対
策
箋

造
の
変
化
、
地
域
経
済
力
の
格
要
な
保
護
を
加
え
児
童
の
福
祉

差
等
社
会
福
祉
を
考
え
る
う
え
増
進
を
図
る
た
め
村
内
五
ケ
所

で
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
諸
問
に
季
節
保
育
所
を
開
設
し
、
↓

題
を
提
起
し
て
い
る
こ
の
よ
う
五
〇
名
を
収
容
保
育
し
た
。

な
社
会
情
勢
を
背
景
と
し
て
社
㈲
福
祉
事
業
一
般
に
つ
い
て

会
福
祉
痢
業
の
重
要
性
は
極
め
　
　
昭
和
三
十
八
年
八
月
一
日
老

て
大
き
い
も
の
が
あ
り
、
と
ぐ
人
福
祉
法
の
施
行
に
伴
い
六
十

に
地
域
全
体
の
福
祉
水
準
を
高
五
才
以
上
の
老
人
を
対
象
と
し

め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
て
村
内
五
ケ
所
に
老
人
ク
ラ
ブ

現
況
に
か
ん
が
み
、
民
生
委
員
を
結
成
す
る
と
共
に
、
老
人
の

の
研
修
及
び
民
生
委
員
協
議
会
無
料
健
康
診
査
を
実
施
し
老
人

を
毎
月
開
催
し
、
社
会
福
祉
事
．
の
福
祉
増
進
に
つ
と
め
た
。
そ

業
の
新
し
い
動
き
に
目
を
向
け
の
他
社
会
福
祉
事
業
団
体
に
つ

る
よ
う
に
努
め
る
と
共
に
本
年
い
て
は
関
係
機
関
の
相
互
連
絡

度
の
重
点
目
標
と
し
て
低
所
得
を
基
と
し
て
、
こ
れ
が
育
成
強

　
　
化
と
活
動
の
強
化
に
つ
と

　
　
め
た
。

　
　
ω
国
民
年
金
に
つ
い
て

　
　
　
国
民
年
金
制
度
は
、
拠

　
　
出
制
と
無
拠
出
制
と
あ

　
　
り
、
拠
出
制
国
民
年
金
は

　
　
二
十
才
以
上
五
十
才
未
満

　
　
の
者
が
加
入
し
、
無
拠
出

　
　
制
国
民
年
金
は
普
通
福
祉
・

　
　
年
金
と
呼
ば
れ
、
そ
の
目

　
　
的
は
い
ず
れ
も
老
令
、
廃

　
　
失
、
死
亡
に
よ
っ
て
生
活

　
　
の
保
障
が
そ
こ
な
わ
れ
る

　
　
こ
と
を
国
民
の
共
同
連
帯

　
　
に
よ
っ
て
防
止
し
、
健
全
・

　
　
な
る
国
民
生
活
の
維
持
向

　
　
上
に
寄
与
す
る
目
的
を
も

　
　
　
っ
て
い
る
。

　
　
　
ω
拠
出
制
国
民
年
金
に

　
　
お
け
る
昭
和
三
十
九
年
三

　
　
月
末
現
在
の
被
保
険
者
数
｝

　
　
は
三
、
〇
四
二
名
で
九
十

　
　
九
％
の
加
入
率
を
示
し
て
．

　
　
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
年
．

　
　
間
の
印
紙
購
入
額
は
、

　
　
三
、
○
〇
五
、
○
○
○
円
一

　
　
と
な
っ
て
お
り
検
認
率
は
・

　
　
　
一
〇
〇
％
の
実
績
を
お
さ
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
め
た
。

　
　
　
尚
、
拠
出
制
国
民
年
金
…

　
　
に
お
け
る
母
子
年
金
受
給
「

　
　
者
は
四
四
で
、
そ
の
年
金
…

一
二
は
九
六
・
○
○
○
円
と
な
？

翫
い
夢
金
（
無
拠
出
制
）
．

に
お
け
る
昭
和
三
十
九
年
三
月
…

末
現
在
の
受
給
権
者
数
は
六
二

一
名
で
、
そ
の
内
訳
は
老
令
四

九
〇
名
、
障
害
五
十
三
名
、
母
．

子
四
十
七
名
、
併
給
三
十
一
名
．

と
な
っ
て
お
り
総
額
八
、
五
〇
…

四
、
四
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
て

一
い
る
。
又
年
度
途
中
で
死
亡
さ
．

れ
た
受
給
権
者
数
三
十
九
名
と
．

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
死
亡

月
ま
で
の
年
金
の
請
求
事
務
を

了
し
支
給
さ
れ
た
。

　
」
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

就
労
月
数
の
増
加
を
図
る
た

め
、
就
労
枠
の
拡
大
に
努
力
す

る
と
共
に
事
業
の
能
率
向
上
、

事
故
の
防
止
に
努
め
本
事
業
の

本
旨
で
あ
る
就
労
者
の
生
活
安

定
に
努
力
し
た
。

　
尚
、
事
業
の
能
率
化
を
図
る

た
め
、
，
国
庫
補
助
機
械
購
入
費

を
得
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ

（
三
切
詰
）
一
基
を
購
入
し

た
。
就
労
者
の
状
況
及
び
事
業

実
績
概
要
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

期　　間 計画人員　実績人員 摘　　要

第1．四半期
・2．2501．銘0，75［

第2．’四半期 2．250　1．966

第3．四半期 2，5DO

第4．四半期

1，980．75

P．97i涛ヒ
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一

〆

2，250
@　19，000

失
業
対
策
事
業
実
績

　
ω
道
路
改
良
工
事

　
　
下
水
流
～
深
谷
線
改
良

　
　
巾
員
四
甥

　
　
延
長
　
一
、
〇
四
〇
翅

　
　
間
知
プ
ロ
ツ
ク
積

　
　
　
　
　
　
四
八
七
、
四
寵

　
　
切
取

　
　
　
一
、
七
一
〇
、
四
三
㎡

　
　
盛
土

　
　
　
　
　
五
二
三
、
七
一
㎡

　
　
床
掘

　
　
　
　
　
六
六
〇
、
八
○
㎡

　
　
側
溝
コ
ン
フ
リ
ー
ト
三
方

　
　
張
延
長
　
三
一
五
卿

　
　
ヒ
ュ
ー
ム
管
伏
設

　
　
　
　
　
　
　
　
二
＋
一
業

　
②
羽
坂
橋
橋
台
取
付
工
事

　
　
延
長
　
一
〇
鋭

　
　
ブ
ロ
ッ
ク
工
事

　
　
　
　
　
　
　
六
四
、
三
〃

　
㈲
道
路
補
修
工
事

　
　
多
子
の
木
～
平
田
二
野
十

　
　
七
路
線

　
　
延
長
　
七
、
　
二
六
六
魏

　
　
ヒ
ュ
ー
ム
野
伏
設

　
　
　
　
　
五
〇
ケ
四
四
〇
本

　
　
敷
砂
利

　
　
　
　
　
一
、
二
七
一
、
五
㎡

五
、
保
健
衛
生
部
門

ω
伝
染
病
予
防
費

ω
発
生
状
況

　
赤
痢
二
十
一
、
日
脳
一
、
脳

脊
髄
一
、
計
二
十
三
を
数
え
た

が
集
団
発
生
は
な
く
死
亡
患
者

も
無
か
っ
た
。

㈲
　
予
防

　
予
防
の
重
点
は
、
そ
族
昆
虫

の
駆
除
、
．
予
防
接
種
の
実
施
肉

清
掃
清
潔
の
実
施
、
衛
生
教
育

等
に
お
き
一
般
の
衛
生
意
識
も

漸
次
向
上
し
て
い
る
が
、
更
に

環
境
衛
生
の
改
善
向
上
等
将
来

の
住
民
の
健
康
維
持
の
分
野
に

努
力
し
た
い
。

ω
急
性
灰
白
髄
炎
対
策

　
患
者
の
発
生
は
皆
無
で
あ

る
。
ソ
ー
ク
ワ
ク
チ
ン
の
注
射

に
よ
る
予
防
が
生
ワ
ク
チ
ン
の

投
与
方
式
に
か
わ
り
予
防
上
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

効
を
現
わ
し
た
こ
と
は
世
界
共
・

通
の
侮
、
、
頑
で
あ
る
。

　
国
産
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
も
効

【　．
榊
向
上
に
役
立
っ
た
。

価
結
核
予
防
対
策

　
従
来
に
比
し
、
老
人
結
核
が

問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
で
老
人

の
検
診
に
つ
い
て
は
、
・
重
点
を

指
向
し
て
い
る
が
受
診
率
は
上
・

っ
て
い
る
。
一
般
住
民
、
学
校

検
診
替
通
じ
て
、
精
密
検
査
の

対
象
者
が
少
な
く
な
っ
た
。

　
又
、
結
核
対
象
と
併
せ
て
肺

ガ
ン
対
策
が
新
た
な
分
野
と
し
．

て
出
て
来
た
。
　
メ

ω
水
道
費

　
環
境
衛
生
最
大
の
問
題
で
あ

る
が
、
小
規
模
水
道
及
び
公
共

水
道
町
に
実
施
地
域
に
つ
い
て

は
基
礎
調
査
を
引
続
き
実
施
し

て
い
る
。

予
防
接
種
等
実
施
概
況

種　　　別 接種人員陣考
’ 急性灰白髄三一．　　　　　　　一　一一　幽一　一　一　　一『　　　　，　　　一

求@　　　核

1，925

7，672

　　　　　．　　　　　曹
Cンフルエンザ

@4。94
日　　　　脳’γラテリヤ‘百　目　せ　き

，　　　　　　＿－一

774

・種　　と、一ゲ 価
19．773』

口
、
国
民
健
康
保
険
事
巣
勘
定

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

は
年
々
改
善
が
加
え
ら
れ
て
い

る
が
、
昭
和
三
十
八
年
度
に
お

い
て
は
保
険
税
の
減
税
措
置
、

又
給
付
面
で
は
一
〇
月
よ
り
世
・

帯
主
の
七
割
給
付
が
実
施
さ
れ

た
9
こ
れ
等
の
給
付
改
善
に
伴

な
う
国
の
補
助
制
度
も
設
け
ち

れ
、
し
た
が
っ
て
前
年
度
と
比

較
す
る
と
国
庫
支
出
金
に
お
い

て
約
一
、
三
〇
〇
千
円
の
増
と

な
り
、
一
方
給
付
費
に
つ
い
て

も
世
帯
主
の
七
割
給
付
及
び
地

域
差
撤
廃
等
で
一
、
七
二
〇
千

日
目
増
と
な
っ
た
。
昭
和
三
十

八
年
度
事
業
勘
定
の
予
算
は
当

初
一
六
、
五
五
五
千
円
で
あ
っ

た
が
、
最
終
予
算
で
は
一
六
、

八
四
七
千
円
と
な
り
決
算
に
お

い
て
は
才
入
総
額
一
九
、
九
噌

○
千
円
に
対
し
才
出
総
額
一

五
、
六
六
〇
千
円
で
差
引
四
、

二
五
〇
千
円
の
剰
余
金
を
出
す

に
い
た
っ
た
。
以
下
屑
入
才
出

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

Ψ

誌
紅
睡
～

露

，
．
弊
睾
婁
な
　
ノ
胆
膨
渉
7
↓
響
・
煽
」
蜘
・

し

＼
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憶
臓
、
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く
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一
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1
ー
ヂ
．

ω
才
賢

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
で
は

低
所
得
者
に
対
す
る
減
税
措
置

が
な
さ
れ
被
保
険
者
均
等
割
額

世
帯
別
平
等
割
額
に
つ
い
て

減
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
減
税

額
は
五
二
六
千
円
と
な
っ
た
。

現
年
度
分
に
つ
い
て
は
当
初
収

納
率
を
八
五
％
と
し
て
予
算
計

上
し
減
税
分
を
減
額
更
正
し
た

の
で
あ
る
が
、
決
算
に
お
い
て

は
収
納
率
が
九
三
・
〇
七
％
と

な
り
予
算
に
比
し
七
三
一
千
円

の
増
と
な
っ
た
。
国
庫
支
出
金

に
つ
い
て
は
予
算
に
比
し
一
、

〇
五
六
千
円
の
増
と
な
っ
た
が

こ
れ
は
調
整
交
付
金
の
一
、
三

四
八
千
円
、
事
務
費
及
び
保
健

婦
の
補
助
基
準
が
引
上
げ
ら
れ

た
た
め
三
八
千
円
の
増
と
な
っ

た
も
の
と
、
療
養
給
付
費
負
担

金
の
三
三
〇
千
円
の
減
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
調
整
交
付
金
に

お
い
て
は
普
通
調
整
交
付
金

一
、
三
〇
〇
千
円
減
税
分
四
一

蘇
騙
醤
翻
銑
蘇
鎌

一
、
六
九
二
千
円
、
特
別
調
整

交
付
金
と
し
て
減
税
分
五
二
〇

千
円
、
世
帯
主
七
割
給
付
分
六

三
五
千
円
、
地
域
差
撤
廃
分
二

一
七
千
円
が
交
付
さ
れ
一
、
三

四
八
千
円
の
増
と
な
っ
た
。
療

養
給
付
費
負
担
金
に
つ
い
て
は

三
三
〇
千
円
の
減
で
あ
る
が
精

算
に
よ
り
四
二
五
千
円
の
新
訂

交
付
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

実
質
的
に
は
九
五
千
円
の
増
と

な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
繰
越
金
の
一
、
二
四
〇

千
円
、
雑
収
入
三
六
千
円
の
増

に
よ
り
予
算
に
比
し
三
、
〇
六

三
千
円
の
増
と
な
り
才
入
総
額

一
九
、
九
一
〇
干
円
と
な
つ

，
」
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

ネω
呼
出

役
場
費
に
つ
い
て
は
事
業
勘
定

支
弁
職
員
玉
名
の
人
件
費
と
物

件
費
及
び
国
保
運
営
協
議
会
に

関
す
る
経
費
で
あ
る
が
需
用
費

の
節
減
に
よ
り
五
八
千
円
の
不

用
額
を
出
し
た
。
保
険
給
付
費

の
内
療
養
給
付
費
に
つ
い
て
は

前
年
度
と
比
較
す
る
と
件
数
に

お
い
て
一
七
、
四
九
五
件
か
ら

一
八
、
四
七
六
件
受
診
率
は
二

一
七
％
か
ら
二
三
八
％
と
二
一

％
の
上
昇
を
示
し
給
付
費
は
一

〇
、
八
四
八
干
円
か
ら
一
二
、

五
三
二
千
円
と
増
嵩
を
示
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
一
〇
月
か
ら

の
世
帯
主
七
割
給
付
及
び
地
域

差
撤
廃
に
起
因
す
る
も
の
で
あ

り
一
件
当
り
点
数
か
ら
見
る
と

一
二
五
・
二
点
か
ら
一
二
九
・

六
点
と
わ
ず
か
に
上
昇
を
見
せ

て
い
る
こ
と
は
被
保
険
者
が

疾
廃
の
早
期
受
診
に
努
め
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
尚
給
付
面
で
懸
念
さ
れ
て

い
た
流
感
等
に
つ
い
て
は
予
防

対
策
の
徹
底
と
被
保
険
者
の
協

力
に
よ
り
多
発
を
防
ぎ
、
国
保
、

．
の
給
付
費
に
お
い
て
七
四
五
千
．

円
の
不
用
額
を
出
し
た
。
そ
の

他
の
給
付
に
つ
い
て
は
助
産

費
、
葬
祭
費
と
も
そ
れ
ぞ
れ
一

件
当
二
、
○
○
○
円
を
給
付
し

た
。
保
健
施
設
費
に
つ
い
て
は

保
健
婦
一
名
の
人
件
費
、
物

件
費
及
び
事
業
費
で
あ
る
が
三

十
八
年
度
に
お
い
て
は
事
業
と

し
て
前
年
度
に
引
続
き
妊
婦
検

診
を
実
施
し
た
が
そ
の
受
診
者

は
五
二
名
で
内
異
状
者
が
筆
名

検
診
さ
れ
た
。
そ
の
他
保
健
婦

は
長
期
療
養
者
の
療
養
指
導
、

乳
幼
児
の
検
診
等
を
重
点
に
指

導
に
努
め
た
。
又
国
保
事
業
の

一
〇
周
年
記
念
行
事
と
し
て
被

保
険
者
世
帯
に
体
温
計
を
贈
っ

た
。
以
上
が
才
出
の
主
な
る
も

の
で
あ
る
が
総
じ
て
保
険
給
付

費
で
九
三
一
千
円
、
予
備
費
の

九
七
千
円
、
そ
の
他
需
用
費
等

で
一
五
五
千
円
の
不
用
額
を
出

し
才
出
総
額
一
五
、
六
六
〇
千

円
と
な
っ
た
。

二
、
東
郷
村
国
民
営
康
保
険
施

　
設
勘
定

ω
喜
入

施
設
勘
定
特
別
会
計
の
自
主
財

源
で
あ
る
診
療
収
入
及
び
一
部

負
担
金
収
入
は
一
〇
、
九
五
八

千
円
で
才
入
総
額
の
七
八
％
を

占
め
、
前
年
度
に
比
し
一
、
五

四
七
千
円
の
収
入
増
と
な
っ
た

が
、
こ
れ
は
国
民
健
康
保
険
診

療
報
酬
、
一
部
負
担
金
収
入
に

お
い
て
六
三
〇
千
円
の
収
入
減

と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

昭
和
三
十
八
年
九
月
医
療
費
の

改
訂
に
よ
る
収
入
川
増
加
の
ほ

か
、
健
康
保
険
被
保
険
者
生
活

保
護
法
適
用
思
者
等
の
受
診
率

の
上
昇
に
よ
り
二
、
0
0
三
千

円
の
収
入
増
を
み
た
こ
と
が
主

な
原
因
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
人
件
費
の
増
加
、
施
設
設
備

等
の
充
実
に
伴
な
い
才
入
不
足

を
生
じ
た
た
め
、
前
年
度
繰
越

金
一
、
三
七
〇
千
円
、
一
般
会

計
繰
入
金
一
、
0
0
0
千
円
計

二
、
三
七
〇
干
円
を
充
当
し
決

算
を
と
る
こ
と
と
し
た
。

ω
才
駿

才
出
予
算
の
執
行
に
つ
い
て

は
、
診
療
業
務
の
円
滑
な
る
運

営
を
図
り
利
用
率
の
上
昇
を
図

る
た
め
、

医
療
用
機
械
器
具
三
五
六
千
円

を
購
入
し
た
ほ
か
、
施
設
面
で

水
道
工
事
、
院
内
テ
レ
ホ
ン
施

設
等
一
九
三
千
円
を
も
つ
て
設

置
し
、
施
設
の
整
備
充
実
を
図

っ
た
。
前
年
度
に
比
し
四
五
九

千
円
の
支
出
増
と
な
っ
た
が
、

こ
れ
は
人
件
費
九
五
五
千
円
、

医
療
機
械
器
具
購
入
費
二
三
七

千
円
、
薬
品
費
五
七
五
千
円
の

増
加
に
よ
る
・
も
の
で
あ
る
。

以
上
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は

二
一
財
政
を
基
調
と
し
て
効
率

的
な
運
用
に
努
め
た
が
、
才
入

総
額
一
四
、
〇
四
四
千
円
、
才

出
総
額
に
お
い
で
一
二
、
六
七

〇
千
円
と
な
り
差
引
き
一
、
三

七
四
千
円
を
翌
年
度
へ
繰
越
す

こ
と
と
な
っ
た

第
＋
七
回
文
化
祭
報
告

　
第
十
七
回
総
合
文
化
祭
が
十
「

二
月
五
日
六
日
の
両
日
東
郷
．

小
、
中
学
校
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
全
く
村
民
各

位
を
ほ
じ
め
学
校
や
各
機
関
の

御
協
力
の
賜
と
深
謝
い
た
し
て

い
ま
す
。

e
農
林
産
響
査
報
告

　
本
村
の
第
十
七
回
文
化
祭
が

催
さ
れ
る
に
当
り
が
農
林
産
物

等
の
品
評
会
の
審
査
報
告
を
い

た
す
の
で
あ
り
ま
す
が
実
際
の

審
査
に
当
り
ま
し
て
は
夫
々
専

門
的
な
技
術
員
の
方
が
厳
正
に

し
か
も
慎
重
に
審
査
に
あ
た
っ

て
頂
き
夫
々
の
部
門
に
於
て
色

々
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
の
で

そ
の
大
要
を
取
ま
と
め
御
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

・
先
づ
第
一
番
目
に
総
合
審
査

の
結
果
か
ぢ
申
し
上
げ
ま
す
と

こ
れ
は
例
年
の
と
お
り
各
分
館

文
化
祭
の
成
績
を
総
合
し
て
採

点
す
る
方
法
で
あ
り
ま
し
て
そ

の
内
容
は
①
分
館
関
係
住
民
の

文
化
祭
行
事
に
対
す
る
関
心
、

協
力
の
度
合
②
各
種
部
門
の
出

品
物
や
行
事
の
状
況
③
一
年
間

の
し
め
く
く
り
と
し
て
の
館
員

東郷中学校総合工作室建設起工式が

11月11日に行われた。

工費3．814．000円で1月竣工の予定。

の
文
北
祭
の
考
え
方
④
分
館
の
｝
ま
し
九
。

表
彰
式
等
に
対
す
る
参
加
者
の
　
　
次
に
特
別
賞
の
表
彰
で
あ
り

状
況
等
を
重
点
事
項
と
し
ま
し

て
凡
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
又

従
来
に
比
較
し
て
進
歩
の
度
合

等
を
見
ま
し
て
決
定
し
ま
し

た
。
そ
の
状
況
を
簡
単
に
申
し

上
げ
ま
す
と
各
分
館
共
会
場
に

陳
列
さ
れ
た
農
林
産
物
は
台
風
済
効
果
の
高
い
も
の
②
反
当
収

二
〇
号
の
被
害
等
の
関
係
で
幾
益
の
最
も
高
い
も
の
③
時
代
に

分
例
年
よ
・
り
淋
し
い
感
じ
が
い
　
即
応
し
て
販
売
し
易
く
消
費
者
．

た
し
ま
し
た
が
そ
れ
に
も
拘
ら
が
要
求
し
て
い
る
も
の
④
流
通

ず
各
役
員
は
勿
論
、
館
員
の
皆
機
構
の
確
立
を
図
る
た
め
農
協
．

様
の
御
協
力
の
姿
が
表
わ
れ
て
等
系
統
に
よ
る
販
売
が
行
わ
れ
‘

居
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
屋
外
て
い
る
も
の
等
各
関
係
機
関
の

審
査
の
状
況
も
年
々
そ
の
範
囲

が
拡
が
り
ま
し
て
水
稲
坪
刈
、

甘
藷
坪
刈
、
堆
肥
増
産
、
家
庭
．

菜
園
、
飼
料
作
物
の
栽
培
審
査
．
林
産
物
等
の
品
評
会
は
先
程
申
一

等
多
く
の
も
の
が
出
品
さ
れ
下
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
各
分
館
一

士
の
改
善
と
実
質
的
効
果
を
ね
　
に
お
い
て
一
度
行
っ
て
居
り
ま
一

ら
お
う
と
す
る
工
夫
が
こ
ら
し
す
が
そ
の
申
の
入
賞
し
た
も
の
　

て
あ
っ
た
事
は
非
常
に
良
い
事
で
鮮
度
の
変
ら
な
い
も
の
は
そ
…

で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
以
上
の
ま
㌧
に
し
そ
の
外
は
別
に
入
一

審
査
の
結
果
上
位
よ
り
三
位
を
賞
し
た
人
達
か
ら
同
品
種
の
も

優
秀
分
館
と
し
て
決
定
い
た
し
の
を
出
し
て
頂
い
て
一
堂
に
集

ま
す
が
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
「
的
に
小
さ
い
、

ろ
は
本
村
の
農
林
業
が
技
術
的
…
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
見
劣
り
．

に
も
経
営
的
に
も
高
度
に
成
長
…
が
し
ま
し
た
。
即
ち
出
品
技
術

し
所
得
の
増
加
と
生
活
の
安
定
「
［
を
今
少
し
考
え
て
も
ら
い
た
い

を
図
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
審
一
二
品
質
に
つ
い
て
は
ま
だ
幼
木

．
査
の
方
法
と
し
ま
し
て
は
①
経
…
の
関
係
で
余
り
上
等
で
な
く
糖

め
本
館
で
比
較
審
査
を
行
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
鮮
度

そ
の
他
の
関
係
で
場
合
に
よ
っ

て
は
分
館
の
も
の
と
等
級
が
反

対
に
な
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す

の
で
御
了
承
願
い
ま
す
。
そ
の

審
査
の
方
法
や
成
績
は
分
館
で

．
行
っ
た
も
の
と
殆
κ
ど
同
様
で

あ
り
ま
す
の
で
別
に
申
し
上
げ

る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す

が
分
館
文
化
祭
に
御
出
で
に
な

ら
な
か
っ
た
方
も
あ
り
ま
す
の

で
主
な
る
も
の
に
つ
き
更
に
簡
．

単
に
要
点
を
報
告
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
先
づ
果
樹
か
ら
申
し
上
げ
ま
．

す
と
そ
の
内
の
み
か
ん
は
栽
培

、
適
地
の
関
係
で
筆
画
外
一
部
の

．
部
落
に
限
ら
れ
て
居
り
ま
す
が

出
品
点
数
は
非
常
に
多
く
大
変

．
良
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
そ
の
中
で
二
、
三
気
付
い

た
点
を
申
し
上
げ
ま
す
と
全
般

　
　
　
　
　
　
又
玉
の
そ
ろ
い

分
酸
味
の
点
に
も
難
点
が
あ
る

．
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
特
に
注
意

し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
一
部
、

み
か
ん
の
中
に
種
子
が
入
っ
て

　
い
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
こ

れ
は
園
内
に
植
栽
し
た
み
か
ん

に
つ
い
て
は
責
任
あ
る
品
種
を

御
協
力
を
仰
ぎ
逐
一
調
査
い
た
一
選
ん
で
い
る
の
で
す
が
周
囲
に

し
ま
し
た
農
林
産
物
等
に
つ
い
一
続
か
ん
等
が
あ
っ
て
そ
れ
が
影

て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
農
…
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
注
意
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
跳
菜
、
こ
れ
は
白
菜
、

國
大
根
そ
の
他
で
す
が
台
風
ご
○

号
の
た
め
に
例
年
に
比
し
出
品

が
少
な
か
っ
た
の
は
止
む
を
得

一
な
い
と
し
ま
し
て
も
出
品
さ
れ

㎝
た
も
の
は
立
派
な
も
の
が
出
さ

れ
て
居
り
ま
し
た
。
只
難
点
を

申
し
上
げ
ま
す
と
全
般
的
に
見

て
品
種
が
混
っ
て
い
た
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
販
売

用
は
勿
論
、
自
給
用
と
し
て
も

晶
質
が
低
下
し
収
量
に
も
影
響

が
大
き
い
の
で
種
子
は
、
充
分

選
ん
で
蒔
付
さ
れ
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
ま
す
。
次
に
葱
が
出
．

て
お
り
ま
し
た
が
こ
れ
は
土
寄

せ
が
少
な
い
も
の
や
お
く
れ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
又

極
く
少
な
い
点
数
で
あ
り
ま
し

た
が
パ
セ
リ
ー
や
レ
タ
ス
が
出

」
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
疏
菜

と
し
て
は
品
質
も
よ
く
栄
養
価

値
も
高
い
も
の
で
今
後
ふ
や
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
農
産
加
工
の
中
で
茶
が

出
て
お
り
ま
し
た
が
何
れ
も
品

質
が
よ
く
製
造
技
術
も
良
い
も

の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
原
料
と
し
て
の
生
葉
が
上
等

で
な
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
、

し
た
。
お
茶
は
先
づ
原
料
を
作

り
出
す
こ
と
が
先
決
で
あ
り
ま

す
の
で
茶
道
の
肥
培
管
理
に
は

充
分
注
意
を
払
っ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
う
す
れ
ば
尚
立
派
な
も

の
が
出
来
、
特
産
品
と
し
て
の
．

価
値
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
醤
油
が
出
て
お
り
ま
し
．

た
が
何
れ
も
良
い
品
質
の
も
の

方
が
多
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
ζ
の
点
も
今
後
注
意
さ

れ
た
い
。
そ
の
外
な
め
味
噌
と

し
て
金
山
寺
味
噌
が
出
て
い
ま

し
た
が
将
来
こ
れ
も
食
用
と
し

て
作
っ
て
も
ら
っ
た
ら
よ
い
と

思
い
ま
す
。

　
雑
こ
く
の
中
の
大
豆
は
青
地
、

の
も
の
よ
り
黄
色
種
が
品
質
的

に
も
加
工
の
場
合
に
も
よ
い
の

で
こ
れ
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

今
後
青
地
の
も
の
は
黄
色
種
に

か
え
て
作
っ
て
戴
く
こ
と
が
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
蚕
繭
や
ラ
ミ
ー
が
出
て

居
り
ま
し
た
。
何
れ
も
立
派
な

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
等

も
商
品
作
目
と
し
て
は
販
売
体

制
も
確
立
し
て
居
り
ま
す
し
技

術
面
に
於
て
も
省
力
的
に
大
き

く
改
良
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
の

で
規
模
の
拡
大
を
計
る
と
共
に

尚
一
層
増
産
の
方
向
に
進
み
所

得
の
増
加
を
な
す
べ
き
だ
と
思

．
い
ま
す
。

、
次
に
畜
産
関
係
で
あ
り
ま
す
が

こ
れ
は
仔
牛
の
せ
り
市
前
に
仔

牛
の
品
評
会
、
又
春
秋
二
回
育

成
牛
の
品
評
会
を
開
催
し
、
そ

一
の
都
度
詳
し
く
審
査
報
告
を
し
」

｛
て
い
る
の
で
省
略
致
し
ま
す
が
・

今
後
の
本
村
の
畜
産
経
営
の
あ
．

り
方
に
つ
い
て
簡
単
に
申
し
上

で
す
が
中
に
は
カ
ビ
の
入
っ
て
…
げ
ま
す
と
仔
牛
生
産
は
勿
論
従

い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
…
来
以
上
に
多
く
し
な
け
れ
ば
な

ん
な
事
が
な
い
よ
う
精
選
や
汲
一
り
ま
せ
ん
が
そ
れ
に
続
く
育
成

取
り
に
充
分
注
意
し
て
も
ら
い
一
肥
育
の
面
に
も
尚
一
層
力
を
入

．
た
い
と
思
い
ま
す
。
味
噌
は
水
一
れ
、
特
に
収
益
性
を
高
め
る
意

せ顎
り

知お
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民から本村申央公民館に有益な図書
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分
が
多
い
も
の
が
多
く
従
。
て
…
味
で
多
頭
飼
育
を
図
り
た
い
と
下
も
の
だ
と
念
願
い
た
す
も
の

，
　
　
．

良
い
も
の
が
出
て
お
り
ま
し

た
が
今
後
こ
れ
等
の
も
の
に
つ

い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
の
中
門

で
充
分
生
か
し
て
増
産
を
計
ら

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
又
戦
後

年
々
の
努
力
に
よ
っ
て
人
・
工

造
林
地
も
漸
次
増
加
し
て
参
り
，

ま
し
た
の
で
用
材
と
し
て
生
産

の
増
大
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
特
層

に
椎
茸
は
本
村
に
於
て
は
米
に

次
ぐ
大
き
な
生
産
額
を
有
し
て

居
り
ま
す
の
で
今
後
の
成
長
作

目
と
し
て
増
産
の
方
進
を
講
じ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
？

　
以
上
色
々
と
申
し
上
げ
ま
し

た
が
要
は
本
文
化
祭
が
本
村
産
・

｝
業
の
一
年
間
の
し
め
く
～
り
と

し
て
お
互
い
の
努
力
の
あ
と
を

偲
び
今
後
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
頂
き
た

霧
驚
顔
齢
簿
縫
蕩
け
蘇
牒
綴
甥
誘
欝
舞
較
難

．
黒
味
の
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
経
営
や
採
草
地
の
草
生
改
良
や
只
独
り
で
に
出
来
上
っ
た
結
果

た
が
こ
れ
は
コ
ー
ジ
の
花
が
過
飼
料
作
物
栽
培
に
よ
る
自
給
飼
で
は
な
く
日
頃
の
研
究
と
努
力

ぎ
て
い
た
せ
い
と
愚
わ
れ
ま
す
料
の
完
全
確
保
で
合
理
的
に
経
の
結
晶
で
あ
っ
て
も
ら
い
た
い

の
で
こ
の
点
も
注
意
し
て
も
ら
一
士
す
る
等
今
後
大
い
に
工
夫
を
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
臨

い
た
い
、
又
味
噌
の
中
の
大
豆
一
こ
ら
し
て
畜
産
経
営
の
拡
大
を
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
勝
つ
こ
と
で

と
麦
の
割
合
を
見
ま
す
と
麦
の
図
る
方
向
に
持
っ
て
行
か
ね
ば
は
な
く
参
加
す
る
こ
と
に
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
本
文

●

’

　
褻
ポ
牽
～
『
h
曇
：

「

げ

’、

．
幽

臥
鷺
∴
引
」
肖
転
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